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テレビライブラリー国際機構 (FIAT)東京総会に参加して

1990年11月 5日 (月)から 9日(金)にか

けて、 INTERNATIONALFEDERATION 

OF TELEVISION ARCHIVES (略称-

FIAT) テレビライブラリ ー国際機構の第 8

回総会が、東京で開催された。

この国際会議の開催はここ数年の問、毎年

秋に開催されている財団法人放送番組セン

ター主催の「ビデオライプラリ ーフォ ーラムJ
と開催時期をあわせたようである。「ビデオラ

イブラリーフォーラムJに結集した映像資料

保存運動の勢いは、丁度、全史料協が「文書

館法jの立法化を願って長年の問、運動を進

めてきたのと同じように、映像資料の保存と

公聞を保障する放送法改正を1989年に実現さ

せている。そうした圏内の動向がFIATの総

会を日本で開催する上での強力な支援環境と

なった、と推察してよいであろう。

FIAT東京総会の日程をまず簡単に紹介す

れば、つぎのようであった。

11月5日(月)

安津秀一

セッション 1: rテレビ番組ライブラリ ー

における保存、管理の技術

的問題点と、その将来的展

望J

11月6日(火)

セッション 2: r映像資料再利用のための

ドキュメンテーション・シ

ステムJ

セッション 3: rテレビ番組ライプラリ ー

の充実、発展のための指

針J

11月 7日(水)

FIAT全体会議およびNHKまたは国際

放送機器展見学

11月8日(木)

公開セッション 1 海外放送局東京番組

映写会

公開セッション 2: FIAT東京総会記念

「国際ビデオライプラ

リーフォーラム'90J
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記念講演「ソフトウェア・ショックの現状

と対策」磯村尚徳

シンポジュウム「映像で伝える未来への

メッセージJ

第 1部 講演

「映像による証言 :ライブラリーはい

かに歴史を語り継ぐかJ

第 2部 パネJレディスカッション

「テレビ番組の保存と公共的利用J

11月9日(金)

訪問メンバ一見学ツアー

筆者は残念ながら、はじめの 2日間(会場 :

クラブ関東)しか参加できなかった。とはい

え2日間の報告および討論は、たいへん充実

していて得る所が多かった。参加を薦めてく

ださった東京総会関係者に、この場をかりで

厚くお礼申し上げたい。

FIAT東京総会の規模を見ると、 26ヶ国50

人および圏内参加者88人であって、日本では

全く新しい分野であるにもかかわらず、かな

りの参加人数といえよう。外国からの参加者

の国籍は、オーストリア、カナダ、デンマー

ク、フィンランド、イタリ 一、韓国、メキシ

コ、オランダ、ニュージーランド、ノルウェ

イ、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、

スイス、イギリス、アメリカ、ユーゴスラヴィ

ア、ホンコン、フイリッピン、シンガボール、

プラジル、ドイツ、ルクセンプlレグ、メキシ

コ、ソ連邦、と多彩である。

筆者が参加した 2日間に、計27の報告が

あった。盛沢山ではあったが、あらかじめペー

パーが配布されており 、この辺に会議慣れし

た国際的運営の妙が発揮されていた。会議用

語は主として英語であったが、フランス語、

スペイン語なども飛び交い、同時通訳はよく

その任を果たしたものと、感謝している。放

送関係、情報関連、技術機器関係や、またアー

カイヴズ関係の専門用語と、様々な分野の言

葉が溢れるように会場に流れたのである。報

告の内容を逐一紹介するわけにはいかないの

で、会場で配布された「資料一覧」に示され

ている各報告の論題・報告者氏名・所属を列

記して、東京総会での関心のあり方と傾向を

見て頂くこととしよう。なお英文論題を省略

し、また表記法を一部改変した。

1 運営委員会報告

ドン・カーショウ、イギリス放送協会

2 オタワにおげる合同技術シンポジュウム報

&. 
hI 

P.Dデュセツク、オーストリ ア放送協会

3 アメリカの近況報告

S.Tサラット、 CBSニュース

4 アーカイヴズでの番組保存

ドン・カーショウ、イギリス放送協会

5 テープの修復と訓練

ドン ・カーショウ、イギリス放送協会

6 日本における放送番組保存の現状

小山和彦、日本民間放送連盟

7 映像記録技術の動向

大場吉延、日本放送協会

8 アーカイヴズ保存基準に関する勧告

Jパッカ ロ、イタリア放送協会

9 今日のHDTV一放送及び産業利用

茅野徹男、日本放送協会

10 ドキュメンテーション委員会報告・映像アー

カイヴズの手引

S.ノーラ ンダー、スウェーデン ・テレビ

11 新版「テレビアーカイヴズ用語集」

].S.コサンディ、スイス・フランス語地域

放送協会

12 F 1 A Tテレビアーカイヴズ用語集および

文献目録

P.P.プエンテ、スペイン国営放送

13 テレビ局内部のデータベース統合

].ストルト、フィンランド放送協会

14 テレビ番組制作素材スチール・スライド保存

Tヨハンセン、ノルウェイ 放送協会

15 放送番組保存と著作権法との関係

谷井精之助、日本著作権協議会

16 カードカタログのデータペース化

S.フリ ックホ ルム /Lニル ソン、ス

ウェーデン放送協会

17 ドキュメ ンテーションの電子ファイル化



G.ピアンコ、イ タリア放送協会

18 カードカタロ グのコンピュータ化の問題点

Hへイダック、オーストリ ア放送協会

19 日本のドキュメンテーション・シススム そ

の l コンピュータ化の問題点と将来展望

山中秀彦、日本放送協会

20 日本のドキュメンテーショ ン・システム そ

の2 ネットワーク・システムの実例

紺野清彦、東京放送

21 日本のドキュメンテーション ・システム そ

の3 番組検索の問題点と将来展望

瀬口洋治、フ ジテ レビジョン

22 ユーゴスラビアにおける音声・映像資料の保

存

B.プベニック、ユーゴスラ ビア放送協会

23 メキシコのテ レビ放送界とアーカイ ヴズ

P.アクーナ、 プエフ.ロ自治大学

24 スペインの新しい商業テレビとアーカイ ヴ

ズの多様性

E.デ.クイン夕、アンテナ 3テレビ

25 テレビ ・アーカイ ヴズ活動の改善と発展

A.ハンフ ォード、イギリス放送協会

26 アーカイ ヴズの業務管理

Vセッテ、イタリ ア放送協会

27 メディア ・アーカ ヴズ研修

Pデユセ ック、オーストリア放送協会

この一覧表に明らかなように、日本からの

報告も 7本と多かった。しかし技術的機器的

ハード手段において高度化を目指したデモン

ストレーションという印象が、筆者には強く

残った。たしかにテレビジョン放送は電子機

器の精密化・高度化の成果であるし、日本は

まぎれもなく技術先進国なのだから、その方

向での報告は、参加者にインパクトを与える

ものであった。しかしアーカイヴズという考

え方は、人間行為の記憶を未来に引き継ぐと

いう文化態度のレベルの問題であろう。アー

カイヴズという考え方そのものの理解と受容

への努力をどう進めるかは、まだまだ議論さ

れねばな らないのではなかろうか。

多彩 ・多様な報告と討論とを聞きながら、

改めて強く思い知った事柄を述べておこう。
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それは映像(音声)放送という業務遂行は、

電波という手段 (媒体)で放送するというこ

とを目的としているという、ごく当り前なこ

と、つまり放送した瞬間に終了してしまい、

紙記録のように記録保存媒体の上に書き留め

られ形のある姿にならない、ということであ

る。もちろん放送の事前準備のための紙記録

もなくはないであろ うし、ビデオ録画という

保存手段も使用されるであろうが、放送とい

う主要業務そのものは、眼に見えない電波に

乗って宇宙空間に飛び出していってしまうの

が、本来の姿だということなのである。

ところが宇宙に飛びさ って しまう筈の電波

を、しかるべき手段によて固定化させること

の物理的可能性もまた同時的に開発されてい

たのである。主要業務もまた録音 ・録画を含

めての周辺付随業務もほぼ同時に、もしくは

一体的に遂行されているために、そうした業

務遂行についての論理的区分が暖昧になって

しまう恐れが有るように思える。

さらに放送の受け手の側にも録音 ・録画と

いう記録媒体の著及があって、本来、字宙に

飛びさってしまう筈のものが、受け手の側に

おいてさえも物理的記憶手段の中に固定化す

ることか可能となった。 受け手の側での再利

用は、放送業務を行う組織体での記録保存と

再利用とは意味合が全く異なるにもかかわら

ず、録音 ・録画という行為と結果の面でのみ

見れば、放送局での録音 ・録画行為の成果と

ほとんど変わらない。ここでの論理的区分は

容易とおもわれるが、マス ・コミュニケーシヨ

ン論における送り手 ・受け手議論という次元

と異なる観点からの検討がなされねばならな

であろ う。

いいかえれば、放送事業の運営主体として

の放送局という組織体における、内部発生情

報についての収集 ・蓄積のための組織的記憶

装置 としてのオーディオ /ヴィジュアル ・

アーカイ ヴズ形成という概念の確立と、放送

の受け手の側である個人(ないし組織体)に

おげる外部情報の収集 ・蓄積のための記憶装

置としての個人(ないし組織体) アーカイ ヴ
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ズの形成という概念との区分がまず必要と思

われる。

こうした分析のための概念装置がしっかり

していないと、紙記憶の場合の現用・半現用・

非現用という記録のライフサイクル論が当て

はまらない、ということになりそうである。

つまり放送したことと、それを録音 ・録画し

たものとの間の論理的区分が暖昧な場合には

l次利用と 2次利用との段階区分は存在せず、

同一物であると思われ勝ちな状況が存在する

のである。しかし録画・録音というものは、

本来、飛び去ってしまう電波をきわめて有効

な保存手段(媒体)の発達によって固定化で

きるようになった成果なのである。こうして

アーカイ ヴズ形成の物理的基盤が確保できた

のであり、記録のライフサイクノレからいえば、

半現用 ・非現用段階に相当する処理が可能と

なったといえよう。だからこそ、放送の当初

の目的からいえば2次的再利用に供されるこ

とになるのである。この段階区分の説明をき

ちんと理論化することこそ、アーカイヴズ理

解を普及させ、様々な分野での保存 ・公開業

務の理論的基盤を共有できるようになるので

はなかろうか。

そうした意味で、当日FIATメンバーに配

布された「テレビ ・アーカイヴズ用語集J選

択 ・保存委員会編1990年版は、たいへん有益

な文献といえる。まだ試案の段階とはいえ、

172語におよび専門用語について、ドイ ツ語

(スイス・オーストリア)・英語(アメリカ、

カナダ、その他)・スペイン語(アルゼンチ

ン、その他)・フランス語 (スイス、カナダ、

ベルギー、その他)・イタリア語(スイス)・

ポルトガル語(ブラジ lレ)という 6ヵ国語

(13ヵ国)において共通の概念でやりとりで

きるように工夫してある。 まさ に国際的に共

通な言葉の広場が用意されているのである。

日本語への適切な翻訳が望まれる。

なおこの試案は責任者であるスイスのコサ

ンデイ氏に、私がICAメンバーであることを

申し出て、特別に頂戴した。記して謝意を表

しておきたい。この試案は、ICAハンドブック

第 7巻として1988年に刊行された「アーカイ

ヴズ用語定義辞典 ・第 2版」と閉じよ うに大

いに役立てたいものである。

オーディオ・ヴィ ジュアル・アーカイヴズ

(略称 A V)関連文献 2種

1 i映像ライブラリ ー概観ーテレビ番組の

保存 ・管理 ・利用のために-J財団法人

放送番組セ ンタ一、翻訳 ・刊行 1990年

11月

5部30章、 A4版255頁におよぶ大冊は、

1986年にユネス コ援助により、ドミニク ・サ

ンヴィ ーユ女史監修(英語版編集アン ・ハン

フォード女史)の iPanorama of Audio-

visual ArchivesJを翻訳刊行したも のであ

り、その意義はまことに高いといえよう。

第 l部に保存機構には、フラ ンス、イギ リ

ス、スペイン、 ドイツ、スウェーデン、アメ

リカ、カナダ、アジア太平洋地域、マレーシ

ア、オラ ンダという 9ヵ国、 l地域における

歴史と現状が述べられている。

第 2部国際協力には、ユネスコ支援のもと

で映画、テレビなどの保存と公開についての

動向を、 3つの章で紹介している。

第 3部記録保存の主題では、選定、素材の

保存、管理、在庫管理、ドキュメンテーショ

ンという六つの主題にかかわる12の論文を収

録して、技術的、実務的な処理の手順を、親

切丁寧に説明している。

第 4部法的説明では、著作権及び関連諸権

利について 2章を当てている。

第 5部組織運営の諸問題では、フランス、

カナダ、スイスがそれぞれに当面している組

織運営上の課題として、数多くの放送局間の

調整、情報検索システム自動化の費用と効果、

業務評価を論じている。

まさに概観というにふさわしく、直面して

いる様々な課題について広く議論がなされて

いる。それだけそうした問題に真剣に取り組

み、解決の方向を見定めようという意欲がひ



しひしと感じられる。この書物が広く読まれ

ることを期待したい。

2 rCurriculum development for training 

of personnel in moving image and 

recorded sound archivesJ (映像および

音声アーカ イヴズにおける人材養成のた

めの教科目)ユネスコPGI& UNISIST 
PGI-90/WS/9 Paris， March 1990 

映画、テレビ、ラジオ、音楽、記録史料の

専門家が協力して、人材養成の教科目を考察

した労作である。 A4版で104頁もある。「映

像ライブラ リー概観Jの続編といえよ う。

本書の目次を紹介すれば、つぎのような見

出しとなっている。
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1序論、 2A Vアーキヴィスト養成の必要、

3AV保存の一般原則、 4推奨する教育基準

5教育計画の構造 6実行計画付録 ]通

信教育 2短期集中研修 3アーキヴィスト

教育機関一覧 4参考図書

A Vアーキヴィストとして扱う保存対象の

性格を反映し、専門化している部分と、一般

アーキヴィストとしての教科目とが、有機的

に組み合わされている。この教育教科目の編

成は、逆にAVアーキヴィストの仕事を明確

にする役割を持つであろう。

なお付録に、世界中のアーキヴィスト研修

教育機関の一覧表があり、日本については、

国立公文書館と、国文学研究資料館 ・史料館

の二つがあがっている。

やすぎわ しゅういち・明海大学




